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■リストの一部修正について

先日発表した第 次の失踪者リストで高敬美さんの読み方を「こう たかみ」としてい4
ましたが「こう きよみ」の誤りでした。おわびして訂正します。

■イルカの話

去る 月下旬、島根県・鳥取県沖で潜水艦らしき物体が発見されました。地元ではニュ4
ースになったようですが、当局は「イルカ」だとして潜水艦説を否定したそうです。もち

ろん、本当にそうならそれでいいのですが、安明進氏は現在船の科学館（東京）に展示さ

れている工作船のことについて語る中で「工作船が射撃されたのだから次は絶対潜水艦を

使うはず」と言っています。ともかくすべての可能性を考えていて欲しいというのが正直

なところです。

このこと自体は調査会の活動と直接関係ありませんが、新たなことが分かりましたらお

知らせします。
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■現時点における失踪者情報について

月 日の記者会見の折り、調査会では 次リストの金田竜光さん、高敬美さん、高7 30 4
剛さんと 次リストの松本京子さんについて、拉致の可能性が高いと発表しました。この1
うち 次リストの 人についてはすでにマスコミでも報道されてきましたが、松本京子さ4 3
んについて、今回拉致の可能性が高いとしたのは、概ね次のような理由によります。

１、他の理由による失踪と考えるのは難しい

２、場所が北朝鮮の拠点の一つである境港に近い

３、時期的にも拉致が頻発した時期である。

４、失踪した場所のロケーションがすでに明らかになっている拉致事件と類似している

12５ 松本京子さんについては本会の妹原理事が調査会設立以前から調査しており 平成、 、

年 月 日付で金子善次郎衆議院議員（現保守新党）が提出した質問主意書の中で11 1
も本件について質しているが、政府の答弁書には次のように回答されている

「ご指摘の失踪者は、昭和 年 月 日、自宅から外出したまま消息を絶ち、その52 10 21
後、現在まで行方不明となっているものと承知している。本事案については、鳥取県警察

において、家出人捜索願を受理し、所要の調査を実施したが、北朝鮮に拉致されたと疑わ

せる状況等はなかったものと承知している」

しかし、政府は昨年 月、クアラルンプールでの日朝交渉で非公式に松本さんについ10
ての安否確認を田中実さん、小住健蔵さんとともに行っている。質問主意書の通りならそ

のようなことをする可能性は存在せず、公表はしていないが電波情報など拉致を裏付ける

新たな情報が入ったものと推測される

以上です。なお、 について、今後拉致であることが確実になった場合、この質問主意5
書の回答に責任があると思われる警察庁ならびに鳥取県警は当然何らかの責任を負ってし

かるべきであると思います。

■情報の一部修正について

次リストで発表した加藤悦子さん（平成元年 月 日失踪）の特記事項について、4 8 23
こちらの手違いで若干情報に誤りがありました。正しくは以下の通りです。お詫びして訂

正させていただきます。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
失踪日朝は通常通り午前の仕事に勤務、仕事終了後から足取り不明。

帰宅したのか仕事場からそのまま失踪したのかは不明。

「 」 、夕方から午後の仕事があったが 頃医院に 今日はとても行けそうにない と架電16:30
その前後に自宅に最後の電話をかけている。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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■調査会のこれまでの活動の概要について

調査会の現状、これまでの活動の主なものについてご参考までお知らせします。

特定失踪者問題調査会について

平成 年 月 日15 8 5

（ ）１、設立 平成 年 月 日 救う会全国協議会から失踪者調査部門が分離独立15 1 10
関連団体

救う会全国協議会（佐藤勝巳会長）

家族会（横田滋代表）

拉致議連（中川昭一会長）

地方議員の会（土屋敬之会長）

法律家の会（木村晋介・藤野義昭共同代表）

2-3-8 6 401２、事務所所在地 東京都文京区後楽 第 松屋ビル

tel 03-5684-5058 fax 03-5684-5059
３、役員 代表 荒木和博

専務理事 真鍋貞樹

理事（ 音順） 青木英実50
川人博（弁護士）

杉野正治

妹原仁

西岡力

兵本達吉

藤野義昭

増元照明

４、設立の目的 北朝鮮による拉致の疑いのある失踪事件についての調査を行い、もって

拉致事件の全面解決に資する。

５、活動

・届け出のあった失踪者及び独自に情報を収集した失踪者についての調査

・北朝鮮脱出者などからの情報収集

・政府・各級関係機関への調査要請及び提言

・その他

６、これまでの主な活動

月 日発足 第 次リスト 名を公開1 10 1 40
月 日 第 次リスト 名を公開（後に 名の消息確認）2 10 2 44 2
月 日 内閣府・警察庁・公安調査庁・海上保安庁に要請（ 日回答受領）2 12 28
月 日 ポスター（第 版）作成・配付3 26 1
月 日 ポスター（第２版）作成・配付5 6
月 日 失踪者家族に対する説明会5 8



月 日 第 次リスト 名を公開5 30 3 62
月 日 第 次リスト 名を公開7 30 4 21

（この時点で公開 名、非公開 名、合計 名）165 191 356
その他

調査活動

失踪者家族に対する情報提供などのフォロー

失踪者家族宛郵送ニュース（概ね 号／ カ月）1 1
調査会メールニュース（平均 号／ 週間）1 1
他

８、活動の成果

拉致の可能性が高いと調査会が認定した失踪者

加藤久美子 救う会として対応が決定

古川了子 同上

松本京子 救う会へ調査会から要請を予定

金田竜光 同上

高敬美 同上

高剛 同上

９、今後の活動 調査活動・情報収集の強化による拉致全体像の一刻も早い究明
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■安村文夫さんに関する朝鮮語のビラを作成しました

昭和 （ ）年 月に失踪した安村文夫（尹文夫）さんを探す朝鮮語のビラを作成52 1977 9
しました。在日（朝鮮籍）の方ですので拉致であったとしても日本人被害者と別ルートで

情報が得られる可能性があると思われるためです。下記のアドレスからダウンロードでき

ます（ ）ので、脱北者、帰国者関係で情報が得られる方はご協力いただけると幸いでPDF
す。 （約 メガバイト）http://www.asahi-net.or.jp/?lj7k-ark/Yun_Yasumura.pdf 1


